令和８年度
AI×「農山漁村」インパクト創出
ソリューション実装プログラム応募様式

	団体等名称（フリガナ）
	

	代表者の役職及び
氏名（フリガナ）
	

	連絡窓口担当者役職及び
氏名（フリガナ）
	

	団体等の主たる事務所の所在地
	

	団体等の電話番号
	

	団体等のメールアドレス
	

	個人情報取扱方針への同意
（同意✔️をご記入ください）
	
	同意する



※本書類で入力いただいた個人情報の取り扱いは、以下の通り行います。
1. 事業者の氏名又は名称
Lively合同会社　※本プログラムの選定事務局を務める
2. 個人情報保護管理者（若しくはその代理人）の氏名又は職名、所属及び連絡先：
管理者名：種田　毅
連絡先：メールアドレス：r8ai.impact@livelyjp.com
3. 個人情報の利用目的
・プログラムのお申し込み受付と、当該プログラムの実施、運営（本人への連絡を含む）のため
・本プログラムに関連した、各種情報のご案内のため
 4. 個人情報の第三者への提供
業務担当者は前項の目的のために、氏名、所属、連絡先を含む申込時に本人が入力した情報を、権限管理されたクラウド上のファイル共有か、電子メール添付(パスワード付)の方法で、共催先である農林水産省に提供します。
5. 個人情報取扱いの委託
　当社は事業運営上、前項利用目的の範囲に限って個人情報を外部に委託することがあります。この場合、個人情報保護水準の高い委託先を選定し、個人情報の適正管理・機密保持についての契約を交わし、適切な管理を実施させます。
6. 個人情報の開示等の請求
ご本人様は、当社に対してご自身の個人情報の開示等（利用目的の通知、開示、内容の訂正・追加・削除、利用の停止または消去、第三者への提供の停止）に関して、下記の当社問い合わせ窓口に申し出ることができます。その際、当社はお客様ご本人を確認させていただいたうえで、合理的な期間内に対応いたします。
【お問合せ窓口】
メールアドレス：r8ai.impact@livelyjp.com
7. 個人情報を提供されることの任意性について　
　 ご本人様が当社に個人情報を提供されるかどうかは任意によるものです。 ただし、必要な項目をいただけない場合、適切な対応ができない場合があります。
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＜応募様式＞
※本ファイル全体でA4判７ページ以内となるように記載してください。なお、添付書類（ロジックモデル、財務諸表等）は枚数から除外します。表や図、イラスト、写真等を除き、フォントサイズは 11 ポイントとします。ソリューションの具体性や開発状況を確認できる具体的な実装イメージや動作サンプル（画面遷移図、プロトタイプ、デモ動画等）があれば提出してください
（枚数から除外）。

	応募するソリューションの概要をご記載ください。また、参考となる情報がまとまっているWebサイト等があれば、URLをご記載ください。なお、本ソリューションで使用するAIモデルについても、モデル名・提供元（開発元）を明記してください。既存モデルをカスタマイズ（追加学習等）して利用する場合は、そのベースモデル名もあわせてご記載ください。（現時点で選定中の場合は、その旨と想定しているモデルをご記載ください。）

	








	本ソリューションによって解決を目指す農山漁村における課題をご記載ください。その際、以下の点を参考にご記載ください。
・インパクト創出に向けて取り組んでいる課題とその要因となる「ボトルネック」は何か
・インパクト創出を目指す上で重要視する「主たる受益者」は誰か、また当該受益者に対してどのような変化を生み出したいか
・その変化を生み出すためにアプローチが必要な利害関係者は誰か  

	








	本ソリューションが対象とする農林水産業・食品産業において、エッセンシャルワーカーの人手不足がどの業務・工程で生じているか、またその人手不足の緩和・軽減に対して、取組例を参考に、本ソリューション（AI活用）が実際にどのように寄与するかをご記載ください。

	









	本ソリューションと課題解決によるインパクト創出の因果関係が整理されたロジックモデル（別途提出）の内容を以下の点を考慮の上簡潔にご記載ください。
・アクティビティとアウトプット・短期アウトカムのつながりの有効性を示す事例や先行研究等があるか
・ロジックモデルにて設定した短期・中期アウトカムの進捗度合いを確認するために、既に具体的な数値目標の設定や測定をしているKPIはあるか
・（上記に該当するKPIがない場合）進捗度合いを確認するために適切だと考えられる具体的なKPIや測定方針の仮説があるか

	








	ソリューションの導入〜運用過程で、自治体等との共創による課題解決への継続的なコミットメントを実現するための、事業スキーム上の工夫（資金・人材を拠出する連携企業の巻き込み、初期設備投資の回収方法等）を明確にご記載ください。

本ソリューションにおけるＡＩ活用に関し、以下の点について具体的にご記載ください。
・ＡＩ実装に伴う主な初期コストおよび継続的な運用コストの内容
・それらのコストを誰が、どのように負担する設計としているか
・農家・自治体等に過度な新規負担を生じさせないための工夫
・利用拡大や横展開を見据えた場合のコスト低減・効率化の考え方

	








	これまでに、農山漁村の課題解決に向けた自治体等との共創実績またはAIの活用による地域課題解決等の実績があればご記載ください。
上記実績のない場合、これまでに、特定地域において、自治体等との連携協定の締結または実証実験等の経験があればご記載ください。
上記実績の概要がまとまっているウェブサイト等があればそのURLをご記載ください。

	








	インパクト創出・事業拡大に対して、農家・自治体等との共創がどのように寄与するのかご記載ください。また、今回応募するソリューションの活用が想定できる農家・自治体等のイメージについて仮説や今後の連携や共創に向けた見通しが立っていればご記載ください。

	








	ソリューションの利用場面（屋外作業中、高齢者利用、通信環境が不安定な地域等）を想定した上で、以下の点について記載してください。
・操作手順は直感的で簡潔か。
・専用知識や専門用語に依存していないか。
・スマートフォン等で容易に操作可能か。
・利用者の負担（入力作業、確認作業）が過大でないか。

	








	利用開始後のフォロー体制について、以下の点を記載してください。
・導入時の説明・研修の有無・問い合わせやトラブル対応体制
・利用状況を踏まえた改善・伴走支援の仕組み

	








	本ソリューションにおいて取得・生成されるデータの種類（例：個人情報、営農データ、位置情報、分析結果等）を整理した上で以下の点についてご記載ください。
・データの取得、保存、利用、廃棄までの取扱い方針
・ＡIモデルの学習やサービス改善におけるデータ利用範囲
・データの共有・公開・二次利用の有無およびその考え方
・上記の判断において、農家・自治体等の意向をどのように確認し、どのような形で反映する仕組みとしているか
・安全管理および運用体制

	








	我が国の1次産業全体のAI実装促進に向け、営業秘密の保護（ガイドライン準拠等）に配慮しつつ、連携農家の現場データ（営農状況、収益・経営状況等）を取得・検証する具体的な計画や体制があればご記載ください。

	








	本事業の体制図をご記載ください。体制図には、民間企業と自治体との共創体制やAIソリューションの開発・実装・改善体制、社会的・環境的インパクトに関する知見を有する人材の参画状況がある場合には、その旨を明記いただきますようお願いいたします。また、直近3年分の財務諸表を別添にて提出してください。なお、財務諸表の提出が困難な場合は、事前に事務局へご相談のうえ、当該評価基準を満たすことを証明する資料をご提出いただきますようお願いいたします。

	








	インパクト・ソリューションとして、この事業が社会や市場に与えうる影響力を具体的にご記載ください。
（例）社会・市場に与えうる変化、他地域への展開可能性、中長期的なインパクト 等

	








	自治体等との共創において発生している、または発生することが想定される課題を教えてください。
本事業における伴走支援に期待することがあればご記載ください。伴走支援とは、本要領の1-(2)に記載の内容を指します。なお、応募する取組が選定された場合でも、ご記載いただいた全ての内容について伴走支援による解決をお約束するものではございませんので、ご了承願います。

	







【注意事項】
1 この選定は、選定された取組内容を全国へ発信し、農山漁村の現場に実装することが目的であることから、応募用紙に掲載いただいた内容及び図表については、農林水産省および事務局が行う広報活動及び地方公共団体への情報提供等（農林水産省および事務局ホームページへの掲載など）に使用することがございますので、あらかじめご了承ください。
（個人名については公表、使用はいたしません。）
2 提出いただいた応募用紙等については返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。
